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研究課題名「低酸素性虚血性脳症モデルラットに対する X線照射後ヒト臍帯血由来

造血幹細胞の治療効果に関する研究」に関する情報公開 
 

１．研究の対象 
本研究の対象者は、実施承認日から 2028 年 3月の間に、名古屋医学医学部附属病院にて 

分娩となった妊婦で、本研究に参加の同意をされた方、もしくは中部さい帯血バンクで臍帯血を 

提供された方です。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
脳性麻痺の原因の一つに周産期脳障害（低酸素性虚血性脳症：HIE）が挙げられるが、現在の

ところ有効な治療法は、脳低体温療法のみであり、しかも効果は限定的であるため、HIE に対

する新規治療法の開発が急務である。本研究課題では HIE モデルラットに対して X線照射後

ヒト臍帯血由来造血幹細胞を用い、それらの治療効果を検討し、臨床応用を目指す。 

研究方法：  
 HIE モデルラットに対して中部さい帯血バンクから提供を受けた臍帯血、もしくは名古屋大学医
学部附属病院で分娩となった妊婦の胎盤から採取した臍帯血から調整した X 線照射後ヒト臍

帯血由来造血幹細胞を投与し、HIE に特徴的な中枢神経障害に由来する行動障害への影響を

調べます。治療機序の解明として、移植細胞がもたらす作用（細胞死抑制、抗炎症、神経新生、

血管新生など）を検討します。 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2029年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
試料：臍帯血等 

 
４．外部への試料・情報の提供 
外部への試料・情報の提供は行いません。 

 
５．研究組織 
神戸医療産業都市推進機構 先端医療研究センター 脳循環代謝研究部・部長・田口明彦 

神戸医療産業都市推進機構 先端医療研究センター 脳循環代謝研究部・研究員・小川優子 

一般社団法人中部さい帯血バンク・管理監督部・加藤剛二 

名古屋大学・未来社会創造機構 量子化学イノベーション研究所 量子科学技術・量子生命科学

研究部門・特任教授・湯川博 



 

 

 

 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   名古屋大学医学部附属病院 総合周産期母子医療センター 新生児部門 

医員 藤戸 祥太 

住所 〒466-8560 名古屋市昭和区鶴舞 65 番地 

直通電話番号 052-744-2294 

FAX 番号 052-744-2974 

 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 総合周産期母子医療センター  

新生児部門 病院准教授 佐藤 義朗 

 

研究代表者： 

名古屋大学医学部附属病院 総合周産期母子医療センター  

新生児部門 病院准教授 佐藤 義朗 


